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夫

校
歌
を
作
詞
す
る
に
あ
た
り、
い
ろ
い
ろ
な
見
方、
将、ぇ
方
が
あ
る

と
忠、
7
が、
私
は
教
育
者
と
し
て
の
立
場
か
ら、
第一
に
「
知
・
情・

意」
の
備
わ
っ
た
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で、
け
に「
知」

口
に「
情
L、
白
に
「
意し
と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
言
葉
を
入
れ
た。

次
い
で
学
校
と
い
う
場
は、
取
り
巻
く
環
境
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が

大
き
く、
特
に
地
域
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
わ
け
で、
ハ円
に
本・一伯
中
尉

辺
の「
川
島」、
口
に
区
の「
旭」、
同
に
市
の
「
横
浜」
の
言
葉
を
入
れ、
い
つ
ま
で
も
郷
土
愛
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
た。
第
三
に
自
然
の
偉
大
き
尊
き
が、
私
た
ち
に
無
言
の
教
え
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら、
付
に
「
山（
丘）」、
同
に「
空」、
日
に「
海」
の
言
葉
を
入
れ、
生
徒
た
ち
に
雄
大
な
気
持
ち
を
持
っ
て
巣
立

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
た。

〔
略
歴〕

作

調

の

大
正
U
年
8
月
横
浜
に
生
ま
れ、
横
浜
市
立
専
門
学
校（
現
横
浜
市
大）
を
卒
業。
昭
和
お
年
か
ら

教
育
界
に
入
。、
大
綱
中・
西
中
教
諭
か
ら
田
奈
中
副
校
長
と
な
り、
大
綱
中
を
経
て
矢
向
中
校
長
と
な
る。

日
年
4
月、
新
設
開
校
し
た
本
店
中
学
初
代
校
長
と
し
て
転
任
今
日
に
至
る。
日
頃、
読
書・
諮
州・
詩
吟
を

極
味
と
し、
詩
心
豊
か
な
初
代
校
長
と
し
て
作
詞
を
依
頼
さ
れ
る。

者

言

葉

平
井
康
三
郎

校
歌
は
学
校
の
魂
で
あ
る。
学
窓
に
あ
っ
て
は
友
情
を
ほ引
い、
あ
ら

ゆ
る
行
ギ
に
歌
わ
れ、
学
校
生
活
を
楽
し
く
張
り
の
あ
る
も
の
に
し
て

作

曲

の

く
れ
る
歌
で
あ
る。
卒
業
生
に
と
っ
て
は、
母
校
へ
の
愛
情
を
こ
め
て、

同
窓
会
主
ど
で
も
永
〈
愛
唱
き
れ
る
も
の
で
あ
る。

こ
の
校
歌
は、
明
る
い
へ
長
調、
堂
々
と
し
た
四
分
の
四
拍
子
で、

生
き
生
き
と
し
た
メ
ロ
デ
ィ
と
リ
ズ
ム
を
も
ち、
二
部
合
唱
及
び
混
声

三
部
に
も
編
曲、
更
に
吹
奏
楽
用
の
編
曲
も
私
自
身
の
手
で
行っ
た
の
で、
今
後
い
ろ
い
ろ
の
機
会
に
大
い
に

演
奏
し
て、
学
校
の
名
誉
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る。
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〔
略
歴〕

平
井
康
三
郎〔
本
名
保
喜〕、
明
治
砧
年
高
知
県
生
れ、
昭
和
9
年
東
京
音
楽
学
校（
現
芸
大）
バ
イ

オ
リ
ン
科
ぃ斗、
同
日
年
研
究
科
作
曲
部
修
了。
直
ち
に
母
校
教
官
と
な
り
多
数
の
優
秀
な
音
楽
家
を
育
成。
文

部
省
教
科
書
編
集
委
員、
N
H
K
専
属
作
曲
指
揮
者、
合
唱
連
盟
理
事
等
を
経
て
現
在
日
本
音
楽
著
作
権
協
会

理
事、
「
詩
と
音
楽
の
会」
副
会
長、
作
曲
家
協
議
会
常
任
委
員、
大
阪
音
大
教
授。
第
五
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

一
位（
昭
和
日
年）、
紫
綬
褒
章（
昭
和
総
年）。

〔
代
表
作
品〕

交
声
耐「
不
尽
山
を
見
てし
「
大
仏
開
眼」
「
大
い
な
る
哉
L

「
山
頂
富
岡」
歌
曲
集「
日
本
の
笛」

ー
な
ら
や
ま
L「
九
十
九
里
浜
L「
ス
キ
｜」寸
と
ん
ぼ
の
め
が
ね」
他。
チ
ェ
ロ
奏
鳴
曲、
等
協
奏
曲
他。

合
唱
編
曲
法・
コ
l
ル
ユ
l
ブ
ン
ゲ
ン
伴
奏
集・
他
レ
コ

ド
多
数。
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